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むらの人口 （平成 22 年４月１日現在）　（　）は前月比

 総数：9,310 人（+20）    男 : 4,554 人（+14）  女 : 4,756 人（+6）
 世帯数 : 3,224 世帯（+1）
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今月の表紙

こちらは「本陣」の枝垂れ桜。ライトアップ
される夜桜もお勧めです。
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春、桜の季節です。表紙は昨年撮った中学
校の南、川沿いの桜です。このほかにも村
内にはたくさんのお花見スポットがありま
す。散歩しながらゆっくり眺めてみては―。

　

バ
ン
ク
ー
バ
ー
五
輪
の
ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト
女

子
５
０
０
㍍
に
出
場
し
た
新
谷
志
保
美
選
手
（
中

越
区
出
身
）
が
、３
月
26
日
役
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
の
全
レ
ー
ス
を
終
え
た
新
谷
さ
ん

は
終
始
や
わ
ら
か
な
笑
顔
。
「
早
朝
５
時
半
か
ら

み
ん
な
で
応
援
し
て
く
れ
て
い
る
と
聞
き
と
て
も

感
激
し
た
」
と
感
謝
し
、
「
後
悔
の
な
い
一
番
の

滑
り
が
で
き
た
」
と
五
輪
を
振
り
返
り
ま
し
た
。

　

会
場
の
雰
囲
気
が
「
地
響
き
す
る
よ
う
な
歓
声

で
忘
れ
ら
れ
な
い
」
と
ｗ
杯
と
は
違
う
五
輪
の
凄

さ
を
実
感
し
、
そ
ん
な
中
、
１
本
目
に
同
走
の
選

手
が
フ
ラ
イ
ン
グ
を
し
、
次
は
ど
ち
ら
が
フ
ラ
イ

ン
グ
し
て
も
失
格
と
い
う
場
面
で
は
、
早
朝
か
ら

応
援
し
て
く
れ
て
い
る
み
な
さ
ん
の
顔
が
浮
か
び

「
こ
こ
で
失
格
だ
け
は
絶
対
に
ダ
メ
だ
な
と
思
っ

た
」
と
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
か
ら
贈
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー

ジ
や
千
羽
鶴
を
実
際
に
手
に
し
て
、
本
当
に
う
れ

おかえりなさい！新谷志保美 選手

笑顔で五輪でのレースを報告する新谷選手と父の純夫さん

写真上：観戦会の様子を写真で見る新
谷選手　写真下：自ら集めたスピー
ドスケート日本代表 19 人のサインが
入った旗が新谷選手から村に贈られた

し
か
っ
た
と
話
し
た
新
谷
選
手
は
「
村
か
ら
次

の
五
輪
選
手
が
出
る
よ
う
に
私
に
出
来
る
こ
と

が
あ
れ
ば
協
力
し
た
い
」
と
し
、
最
後
に
「
楽

し
か
っ
た
」
と
五
輪
出
場
の
感
想
を
話
し
て
く

れ
ま
し
た
。

  

新
谷
志
保
美
選
手
報
告
会
を
開
催
！

　

日
時　

４
月
19
日
（
月
）　

午
後
６
時
～

　

会
場　

村
民
会
館
大
ホ
ー
ル

　

主
催　

新
谷
志
保
美
選
手
後
援
会

34
億
９
９
８
０
万
円
で

　

成
果
の
見
え
る 

む
ら
づ
く
り

 

平
成
22
年
度
一
般
会
計
当
初
予
算

特
集  

平
成
22
年
度 

む
ら
の
予
算

　

平
成
22
年
度
の
宮
田
村
当
初
予
算
が
３
月
議
会
で
可
決
さ
れ
成
立
し
ま
し

た
。
今
年
度
の
む
ら
づ
く
り
の
方
向
を
示
す
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

予
算
編
成
の
基
本

　

平
成
22
年
度
予
算
は
、
４
つ
の
重
点

施
策
と
、
こ
れ
ま
で
村
が
行
っ
て
き
た

全
て
の
事
業
を
チ
ェ
ッ
ク
し
た
「
事
務

事
業
評
価
」
の
結
果
を
反
映
し
、
成
果

の
見
え
る
取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
、

ゼ
ロ
か
ら
の
積
み
上
げ
を
基
本
に
予
算

編
成
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
基
金
（
村
の
貯
金
）
に
頼
ら

な
い
財
源
確
保
の
実
現
と
、
来
年
度
か

ら
ス
タ
ー
ト
す
る
第
５
次
総
合
計
画
に

向
け
た
内
容
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

昨
年
度
比
11
・
８
％
の
増
額

　

平
成
22
年
度
一
般
会
計
の
予
算
総
額

は
34
億
９
９
８
０
万
円
で
前
年
度
に
比

べ
、
３
億
６
９
５
０
万
円
、
11
・
８
％

増
と
大
幅
な
増
額
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
子
ど
も
手
当
て
の
新
設
に

よ
る
１
億
２
９
１
０
万
円
、
村
道
17
号

線
改
良
事
業
の
１
億
１
１
７
０
万
円
、

中
学
校
特
別
教
室
と
給
食
棟
の
耐
震
補

強
工
事
の
６
２
３
０
万
円
な
ど
を
計
上

し
て
い
る
こ
と
が
お
も
な
要
因
で
す
。

４
つ
の
重
点
施
策

　

今
年
度
は
「
安
全
安
心
の
実
現
」、「
地

域
資
源
循
環
型　

経
済
活
力
を
育
む
地

域
力
強
化
」
、
「
子
育
て
支
援　

健
や
か

で
心
の
通
う
福
祉
の
充
実
」、
「
環
境
経

営
を
目
指
す
エ
コ
ア
ク
シ
ョ
ン
の
推
進

-

経
営
改
善
に
よ
る
環
境
負
荷
の
継
続

的
削
減-

」
の
４
つ
を
重
点
施
策
と
し

て
取
り
組
み
ま
す
。
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●     平成 22 年度の重点施策     ●

■ 安全安心の実現

■ 地域資源循環型

　　～ 経済活力を育む地域力強化

■ 子育て支援

　 　健やかで心の通う福祉の充実

■ 環境経営を目指すエコアクションの推進

   - 経営改善による環境負荷の継続的削減 -
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村税 11 億 7956 万円

村民税、固定資産税など  33.7％ 

その他の自主財源 4 億 1419 万円

分担金及び負担金・使用料など  9.4％

繰越金 3000 万円

前年度からの繰越  0.9％地方交付税 10 億 2000 万円

行政サービスの水準を一定に保つために

国から地方に交付されるお金　  29.1％ 

県支出金 1 億 8064 万円

県からの補助金  5.2％ 

国庫支出金 3 億 1406 万円　

 国からの補助金  9.0％ 

村債 2 億 6560 万円

村の借金  7.6％ 

その他 1 億 8088 万円  5.1％

歳出

総務費 5 億 2065 万円 14.9％ 

民生費 9 億 3685 万円

  福祉のための費用  26.8％ 

衛生費２億 4584 万円

  健診やごみ処理の費用  7.0％ 

公債費 4 億 5333 万円

借りたお金の返済金  13.0％ 

教育費 3 億 2472 万円  9.3％ 

消防費１億 5537 万円 4.4％ 

議会費 5839 万円　1.6％ 

土木費 4 億 1512 万円 11.9％ 

商工費 2 億 654 万円  5.9％ 
農林水産業費 1億2290万円  3.5％ 

その他 予備費など 6005 万円　1.7％ 

歳入

入
っ
て
く
る
お
金

一
般
会
計 

歳
入

つ
か
い
み
ち

一
般
会
計 

歳
出

Annual revenue

Annual expenditure

重
点
施
策
別
に
み
る 

お
も
な
事
業

１安心安全の実現

２地域資源循環型 地域活力を育む地域力強化

３子育て支援 健やかで心の通う福祉の充実

４環境経営を目指すエコアクションの推進

・村道 17 号線改良工事【国道役場前交差点から JR 飯田線まで

  の歩道設置工事】　　　　　　　　      　…　１億 1,173 万円

・中学校特別教室棟・給食棟耐震補強工事　　…  　6,000 万円

・都市公園安心・安全事業【公園遊具改修工事】 …  3,486 万円

・リフトバス購入                                         　…　957 万円

・リフォーム補助【村内業者による住宅などのリフォームに対

  する補助】　　　　　　　　　　　　　　　　　 …　50 万円

・緊急雇用創出事業 / ふるさと雇用再生特別事業  …  1,187 万円

・乳幼児福祉医療費【今年度から小学６年生までの医療費の給

  付を中学校卒業時までに拡大】    　　　　　　…　2,821 万円

・こども手当　　　　　　　　　　　　　　…　１億 440 万円

・作業療法士の採用

・小規模多機能型居宅介護事業所助成　　　  　…　2,625 万円

・役場庁舎省エネ・グリーン化改修事業　　  　…　2,110 万円

・住宅太陽光発電システム設置補助　　　　　  …　157 万円

・生ごみ処理機設置補助　　　　　　　　　　  　…　20 万円

特集  平成 22 年度 むらの予算

一般会計 34 億 9980 万円を
　村民１人あたりにしてみると　　376,727円　　※平成22年３月１日の人口9,290人

議 会 費 総 務 費 民 生 費 衛 生 費 農林水産業費

商 工 費 土 木 費 消 防 費 教 育 費

6,285 円 100,845 円56,044 円 26,463 円 13,229 円

22,232 円 44,684 円 16,724 円 34,954 円 48,798 円

公 債 費

特
別
会
計
・
企
業
会
計
あ
わ
せ

  

55
億
３
４
８
７
万
円

特
別
会
計

■
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　

７
億
２
７
８
１
万
円

■
老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　

３
１
２
万
円

■
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　

７
３
２
３
万
円

■
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　

６
億
６
１
２
２
万
円

企
業
会
計

■
下
水
道
事
業
会
計

・
公
共 

収
益
的
収
入

　
　
　
　

１
億
４
５
４
６
万
円

・
公
共 

資
本
的
収
入

　
　
　
　

１
億
６
３
８
３
万
円

・
農
集 

収
益
的
収
入

　
　
　
　
　
　

６
０
９
７
万
円

・
農
集 

資
本
的
収
入

　
　
　
　
　
　

３
９
４
２
万
円

■
水
道
事
業
会
計

・
収
益
的
収
入

　
　
　
　

１
億
５
７
５
８
万
円

・
資
本
的
収
入

　
　
　
　
　
　
　

２
３
９
万
円

　

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、

公
営
企
業
会
計
あ
わ
せ
て

55
億
３
４
８
７
万
円
と
な
り
ま

す
。
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宮田村役場 
☎ 0265-85-3181（代）
FAX 0265-85-4725

村民会館
（教育委員会・公民館・図書館）
☎ 85-2314

老人福祉センター
☎ 85-4128

宮田村公式ホームページ
http://www.vill.miyada.nagano.jp

4/ 9 ～  登録団体発表会から

4/16 ～  商工会だより

4/23 ～  ｔｖこまうすゆきそう１c h

4/30 ～  駐在所だより

5/ 7 ～  シリーズ村の文化財（再） 

ケーブルテレビ１ch
■毎週金曜日 19 時入れ替え

■放送時間  6:30 8:30 12:30

　　　　　 19:00 21:00 23:00

今月の納税 など

固定資産税　第１期
　納期限・振替日 4/30（金）

水道料・下水道使用料
今月は… 町１, 町２, 大田切
　大久保 , 中越 , つつじが丘

相談日
■心配ごと・行政相談
４/18（日）・５/16（日）
午後１時～３時  場所：なごみ家

■結婚相談
4/14（水）・4/28（水）
  午後６時～８時　場所：デイサービスセンター

くらしの情報 Information

４  april
卯 月 

よろこび
白川　潤

さかえ

くん　　　　　大久保

淳・清美さん

青木　悠
ゆうせい

晟くん　　　　　北割

正広・美智子さん

梶野　美
み お

桜ちゃん　　　　大原

郁彦・小百合さん

池上　愛
あい

ちゃん　　　　　南割

勇貴・慶妃さん

かなしみ
新井　箕佐子さん　　　 82 歳

大田切　正紀さん・母

小田切　清志さん　　　 94 歳

南割　裕基さん・祖父

保科　保人さん　　　    84 歳

南割　章子さん・父

飯島　春子さん　　   　 95 歳

大田切　稔さん・母

『ごみ袋購入チケット』
  未使用分を回収します

　使われなかったごみ袋購入チ

ケットの回収事業を始めます。

ごみ袋の不必要な購入を抑え、

ごみの減量化を目指すともに、

子どもたちにも環境学習と実践

に取り組む姿勢を培うことを目

的にしています。

■回収の開始時期

　今年４月から（平成 21 年度 

　用チケットの回収）

■回収方法

①小学生のいる家庭は、児童会

　やPTAの活動としてを回収。

　また、児童のいない家庭も、

　児童のいる家庭に届けるなど

　活動に協力をお願いします。

②役場・村民会館・老人福祉セ

　ンターに設置してある『回収

　ボックス』へ入れてください。

■集めたチケットは？

　集めたチケットの枚数により

上伊那広域連合から小学校へ奨

励金が交付され児童会活動など

に活用されます。

※ご協力よろしくお願いします

問住民福祉課  住民生活係

　　　　　   ☎８５－５８６１

大原村営墓地に
駐車場が完成しました

　大原村営墓地南側に専用駐車

場が完成しました。お墓参りな

どでお越しの際にはご利用くだ

さい。

問住民福祉課  住民生活係

　　　　　   ☎８５－５８６１

悪質商法に注意！
マニュアルを配布しました

　年々、手口が巧妙化、多様化

する悪質商法の被害が増加して

います。消費者被害防止のため

のパンフレットを全戸へお配り

しましたので、事例を参考に被

害防止に努めてください。

　被害に遭われてしまった場

合、悪質商法でお悩みの方は下

記までご相談ください。

■消費者ホットライン

　☎０５７０－０６４－３７０

■飯田消費生活センター

　☎０２６５－２４－８０８５

■警察総合相談

　☎＃９１１０（携帯からも可）

■宮田村役場 住民生活係

　☎８５－５８６１

５月５日～ 11 日は
   児童福祉週間です

『地球はね

　    笑顔がつまった星なんだ』

( 平成 22 年度児童福祉週間標語 )

　子どもや家庭、子どもの健や

かな成長をみんなで考えること

を目的に、毎年５月５日の「子

どもの日」から１週間を「児童

福祉週間」と定めています。

　この機会に家庭で、地域で、

児童福祉について考えましょう。

問教育委員会こども室

　　　　　   ☎８５－２３１４

権利擁護相談日

　今年度も高齢者を対象とした

司法書士による無料権利擁護相

談日を開催します。

　成年後見制度、権利擁護事業、

虐待防止活動、消費者問題など

を中心とした相談会で、毎月第

３木曜日に開催します。

　今後のことの心配や、今お困

会員募集
宮田村交流協会

　交流協会は宮田村と国内、国

外の地域との交流の促進し、魅

力ある地域づくりを推進するこ

とを目的としています。

　友好都市の田原市との交流を

はじめ、阿波踊りの東京高円寺

地デジの準備
   お済みですか？

　総務省長野県テレビ受信者支

援センターでは、地デジの受信

方法がわからない、アパートな

どに入居しているが地デジに対

応しているかわからないなど

「地デジ」に関する調査を無料

で実施しています。

■相談窓口

　総務省長野県テレビ受信者支

　援センター（通称：デジサポ

　長野）

　☎０２６－２３５－１９１１

　もしくは

　地デジコールセンター

　☎０５７０－０７－０１０１

職場のトラブルでお困りの
労働者・事業者のみなさんへ

　労働者、事業者双方が利用で

きる相談窓口です。納得できな

い理由で突然解雇された、説明

なくパートの時給が下げられ

た、配転命令に従業員が従わな

いなどのトラブルに簡単な手続

きで相談できます。相談は無料

で、秘密は守られます。

問長野県労働委員会事務局

　☎０２６－２３５－７４６８

危険物取扱者試験

■試験日・会場

　６月  ６日（日）　長野市

　６月 13 日（日）　松本市

　６月 20 日（日）　上田市

　６月 27 日（日）　南箕輪村

■種類

　甲種・乙種（第１類～６類）・

　丙種

■願書受付期間

　４月 12 日～４月 23 日

　（願書は消防署にあります）

※４月１日から危険物取扱者、

　消防設備士の受験申し込みが

　インターネットでできるよう

　になりました。くわしくはお

　問い合わせください。

問北消防署   ☎８１－０１１９

開催
こまゆき荘感謝祭

■日時　４月 29 日（祝）

　　　　午前 10 時～午後１時

※今年も田原市物産展や野ひば

りの会などが出店します。ぜひ

お出かけください。

　問産業建設課 農政係

　　　　　   ☎８５－５８６１

との交流など、交流事業を行な

う団体、グループなどへの協力

を行なっています。年会費は

１０００円。また賛助会員とし

て法人での入会もできます。

　交流を通じて魅力ある地域づ

くりを行なうため多くのみなさ

まの入会をお待ちしています。

問総務課 企画情報係

　　　　　  ☎８５‐３１８１

りのことなど、相談をご希望の

方は下記までご連絡ください。

■開催日時

　・  ４月 15 日（木）

　・  ５月 20 日（木）

　・  ６月 17 日（木）

　・  ７月 15 日（木）

　・  ８月 19 日（木）

　・  ９月 16 日（木）

　・10 月 21 日（木）

　・11 月 18 日（木）

　・12 月 16 日（木）

　・  １月 20 日（木）

　・  ２月 17 日（木）

　・  ３月 17 日（木）

　※時間は毎回午後３時～５時

　　（相談時間は１人１時間）

問住民福祉課保健福祉係（老人

　福祉センター内）

　　　　　　☎８５－４１２８
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り
ま
す
。
う
つ
は
、
マ
イ

ナ
ス
思
考
（
悲
観
、
自
責

感
、
希
死
念
慮
）
が
強
く

な
り
、
冷
静
に
考
え
ら
れ

な
く
な
る
た
め
自
殺
に
結

康
福 祉
健

住民福祉課 保健福祉係

 高齢者の教室　　　  会場：老人福祉センター

 介護者の会

　高齢者元気サロン
   4 月 20 日（火）9:30 ～
   4 月 27 日（火）9:30 ～
   5 月 11 日（火）9:30 ～
　高齢者転倒予防教室
   5 月 14 日（金）9:30 ～
  

  家族介護者リフレッシュの会　　会場：老人福祉センター
　

4 月 22 日（木） ・ 5 月 13 日（木）９:45 ～
　

☎85-2922
な ご み 家

な
ご
み
家
だ
よ
り

な
ご
み
家
だ
よ
り

住
民
参
加
型
福
祉
施
設

開館 月～土曜
午前9時～
午後５時

  高齢者閉じこもり予防教室

   4 月 21 日（水） 9:30 ～
   5 月 12 日（水） 9:30 ～
   5 月 19 日（水）9:30 ～

  認知症家族会 　　会場：老人福祉センター
　4 月 15 日（木）9:30 ～
   ※認知症介護のことを語りましょう

悩
み
の
背
景
に
心
の
病
が
あ
る
こ
と
も

　

原
因
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
、
健
康
問
題
、

経
済
・
生
活
問
題
で
す
。
し
か
し
、
自
殺
の

動
機
に
は
、
家
庭
問
題
、
人
生
観
、
価
値
観
、

地
域
や
職
場
の
あ
り
方
の
変
化
な
ど
実
に
さ

ま
ざ
ま
な
社
会
的
要
因
が
複
雑
に
関
係
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
背
景
に
「
う
つ
（
気

分
障
が
い
）
」
な
ど
の
心
の
病
気
が
あ
る
こ

と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

う
つ
は
い
の
ち
の
危
険
信
号

　

自
ら
い
の
ち
を
絶
っ
た
人
の
９
割
は
何
ら

か
の
心
の
病
を
有
し
て
い
た
と
の
報
告
が
あ

よこやま耳鼻咽喉科医院（耳） 駒：81-0185

中谷内科医院（内）　　駒：81-1377

花の道クリニック（内胃）　駒：81-8171

木下医院（内小）　　　駒：82-3712

斉藤診療所（内外）　　宮：85-4817

おはようクリニック（形皮）　駒：83-6103

やまおか耳鼻咽喉科医院（耳） 駒：82-4133

こまちや東内科クリニック（内小） 駒：81-7780

座光寺内科医院（内小） 駒：83-3222

東伊那すこやかクリニック（内小） 駒：83-4024

  4/11

  4/18

  4/25

  4/29

  5/ 2

  5/ 3

  5/ 4

  5/ 5

  5/ 9

  5/16

緊急当番医    
宮＝宮田村　駒＝駒ヶ根市

保健ごよみ  3/16 ～ 4/15

■母と子　相談・健診など

４ヶ月児育健診　5/6（木）午後 12:20

　　　　　　　対象：H22 年 1 月生まれ

10 ヶ月児健診　  5/6（木）午後 12:45

　　　　　　対象：H21 年 7 月生まれ

7 ヶ月育児相談　4/20（火）午前 9:15

　　　　　　　　　対象：H21 年 9 月生まれ

１歳半健診　      5/6（木）午後 1:30

　　　　　　　対象：H20 年 11 月生まれ

２歳児歯科健診     4/23（金）午後 12:30

　　　　　　　　対象：H20 年 1 ～ 3 月生まれ

相談日（母乳・子育て・離乳食・ママの部屋） 

　　   4/22（木）午前 9:00

         5/13（木）午前 9:00　※母乳相談なし

対象：どなたでも （母乳・子育ては要予約）

うぶごえ講座　　　4/20（火）午前 9:30

■予防接種

ポリオ　4/21（水）・5/11（火）

　　　　　　　  午後 12:45  対象：該当児

bcG      4/21（水）・5/11（火）

　　　　　　　   午後 1:20  対象：該当児

■成人　相談・健診など

健康相談日 4/22（木）  5/13（木）  午前 9:00

※指定のあるものを除き、会場はすべて
　  

　老人福祉センターです。

Health ＆ Welfare
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び
つ
き
や
す
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
殺

さ
れ
た
方
で
精
神
科
治
療
を
受
け
て
い
た
方

は
２
割
程
度
。
も
し
も
早
期
に
治
療
を
受
け

て
い
た
ら
…
。

気
を
つ
け
よ
う
こ
ん
な
サ
イ
ン

心
の
変
化

・
気
分
が
沈
む
、
涙
も
ろ
く
な
る

・
自
分
な
ど
い
な
い
ほ
う
が
良
い
と
考
え
る

・
や
る
気
が
出
な
い
、
集
中
力
・
決
断
力
の

　

低
下
、
記
憶
力
の
低
下
な
ど

体
の
変
化

・
不
眠
、
食
欲
不
振
、
全
身
倦
怠
感

   

味
噌
炊
き

　

3
月
1
日(

月)

、
梅
の
里
味
噌
グ

ル
ー
プ
に
協
力
し
て
も
ら
い
味
噌
炊
き

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。

　

7
月
中
旬
に
天
地
返
し
を
し
て
、
12

月
に
は
、
お
い
し
い
味
噌
の
出
来
上
が

り
。
12
月
に
試
食
会
を
行
う
予
定
で
す
。

　

自
殺
を
防
ぐ
た
め
に 

私
達
が
で
き
る
こ
と

　
　

近
年
、
自
殺
に
よ
る
死
亡
が
全
国
的
に
増
加
し
、
深
刻

　

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

・
耳
鳴
り
、
め
ま
い
、
腹
痛
等

こ
こ
ろ
あ
た
り
が
あ
っ
た
ら

　

早
め
の
対
応
が
大
切
で
す
。
医
師
や
相
談

機
関
に
相
談
・
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

◇
休
養 

… 

家
事
や
仕
事
か
ら
一
定
期
間
離

　

れ
、
心
と
体
を
休
め
ま
し
ょ
う
。

◇
薬
に
よ
る
治
療 

… 

脳
の
働
き
を
回
復
さ

　

せ
ま
す
。

◇
心
理
療
法 

… 

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
等
で
問

　

題
解
決
の
サ
ポ
ー
ト
を
受
け
ま
す
。

周
囲
の
人
が
で
き
る
こ
と

◇
言
動
や
行
動
、
体
の
不
調
な
ど
、
「
い
つ

　

も
と
違
う
な
」
と
い
う
変
化
に
早
め
に
気

　

づ
く
こ
と
が
重
要
で
す
。
少
し
で
も
気
に

　

な
っ
た
ら
、
医
療
機
関
や
相
談
機
関
に
相

　

談
す
る
よ
う
勧
め
ま
し
ょ
う
。

◇
本
人
が
拒
否
し
た
時
は
、
無
理
を
せ
ず
、

　

本
人
が
信
頼
し
て
い
る
家
族
や
友
人
、
上

　

司
な
ど
に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

●
心
の
相
談
日

　

毎
月
第
２
第
４
木
曜
日
に
心
の
相
談
員
に

よ
る
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
秘
密
は
守

ら
れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
問
住
民
福
祉
課
保
健
福
祉
係
（
老
人
福
祉

　
　

セ
ン
タ
ー
）　
　
　

☎
85
―
４
１
２
８

●
松
本
い
の
ち
の
電
話
（
自
殺
予
防
を
目
的

　

と
す
る
電
話
相
談
）
毎
日
12
時
か
ら
22
時

　
　
　
　

☎
０
２
６
３
‐
２
９
‐
１
４
１
４

●
心
の
健
康
相
談
統
一
ダ
イ
ヤ
ル

　

平
日
９
時
半
か
ら
15
時

　
　
　
　
　

☎
０
５
７
０
‐
０
６
４
５
５
６

の
仲
間
作
り
の
サ
ロ
ン
で
す
。
毎
月
第
３
月

曜
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

草
も
ち
作
り 

　

日
時　
　

４
月
22
日(

木
）
午
前
10
時
～ 

　

春
の
香
り
、
よ
も
ぎ
を
摘
ん
で
草
も
ち
を

作
り
ま
す
。 

　

持
ち
物　

エ
プ
ロ
ン
・
材
料
費

※
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
な
ご
み
家
に
連
絡

　

し
て
く
だ
さ
い

　

童
謡
の
会 

　

日
時　

4
月
28
日 

㈬  

１
時
30
分
～

　

毎
月
第
４
水
曜
日
に
予
定
し
て
い
ま
す
。

▲おいしい味噌になりますように！

利用者が描いたカットです
　　　　　（左上のこいのぼりも）

　

 　
　

● 

お
知
ら
せ 

● 

　

辰
野
恒
雄
先
生
の
子
育
て
マ
マ
サ
ロ
ン 

　

日
時　

4
月
19
日 

㈪

　
　
　
　
10
時
～
11
時
30
分 

　

先
生
の
お
話
を
聞
い
た
り
、
子
育
て

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。
皆
で
大
き
な

声
を
出
し
楽
し
く
歌
い
ま
し
ょ
う
。

　

き
ら
り
あ
相
談
日 

　

日
時　

5
月
10
日 

㈪ 

３
時
～

　

上
伊
那
圏
域
障
害
者
総
合
支
援
セ
ン

タ
ー
か
ら
相
談
員
さ
ん
が
来
ま
す
。
毎

月
第
２
月
曜
日
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　

陶
芸
の
日 

　

日
時　

5
月
14
日 

㈮ 

１
時
～

　

毎
月
第
２
金
曜
日
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

 

な
ご
み
家
を

　

利
用
し
て
い
る
方
の
声
か
ら

　

な
ご
み
家
は
ホ
ッ
と
で
き
る
。
な
ご

め
る
。
和
気
あ
い
あ
い
と
し
て
い
て
楽

し
い
。
引
き
こ
も
り
脱
出
の
第
一
歩
に

な
る
か
も
。
な
ど
の
声
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
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地
　　　　             宮田村で知事と語る車座集会  ３月 19 日

産地消「信州を食べよう」をテーマに

むらの話題と出来事

topics  むらの話題と出来事

広報 MIyada 10広報 MIyada11

第３分団第２部（大久保）の小型ポンプと積載車が更

新され入魂式が行われました。環境にやさしい４スト

ロークエンジンの小型ポンプが配備された地元の消防

団員たちは早速操作方法の説明を受けました。

新
　  大久保小型 P と積載車入魂式  ３月 27 日

しいポンプ 決意も新たに !

若い団員たちともたくさん

話しをしていきたいと語る

酒井団長。「いっしょに飲

もうゼ！」

　

役
は
人
を
育
て
る
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
消
防
団
は
ま
さ
に
そ
の

と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
新
し
く
役
員
に
な
っ
た
団
員
た
ち
も
、
多

く
の
部
下
を
も
つ
訳
で
す
か
ら
、
自
覚
を
持
っ
て
務
め
て
い
っ
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。日
々
実
際
に
活
動
し
て
く
れ
て
い
る
の
は
団
員
た
ち
。

私
は
彼
ら
が
活
動
し
や
す
い
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
も
、
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
頑
張
っ
て
い
る
団
員
た
ち
か
ら
尻
を
押

し
て
も
ら
っ
て
、
底
上
げ
が
で
き
れ
ば
い
い
で
す
ね
。

　

消
防
団
は
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
組
織
で
す
。
自
分
た
ち
の
地

　
４
月
は
新
し
い
ス
タ
ー
ト
の
季
節
―
。
宮
田
村
消
防
団
も
新
役
員
体

制
で
活
動
を
開
始
し
ま
し
た
。
４
月
１
日
の
辞
令
交
付
式
で
団
長
に
就

任
し
た
酒
井
学
さ
ん
（
町
３
）
に
話
し
を
聞
き
ま
し
た
。

清
く
正
し
く 

そ
し
て
カ
ッ
コ
よ
く
！

Interview
    宮田村消防団 団長

    酒井　学 さん

ふ
　    駒ヶ原地区高齢者支え合い拠点施設完成  ３月７日

れあい支えあいの拠点 完成

体育センター近くの地下道に飾ってある絵を、卒業を間

近に控えた６年２組のみなさんが、集めた牛乳キャップ

を使って描いた宮田村の自然や、校舎などの絵に張り替

えてくれました。子どもたちは「みんなに見てもらって

元気になってほしい」と話してくれました。

明
　　６年２組が地下道の絵を張り替え  ３月 12 日

るくきれいな地下道に！

域
は
自
分
た
ち
で
守
る
と
い
う
使
命
の

下
、
清
く
・
正
し
く
・
カ
ッ
コ
よ
く
、
そ

し
て
明
る
く
楽
し
く
活
動
を
し
て
い
き
た

い
で
す
。
地
域
の
み
な
さ
ん
に
も
消
防
団

の
活
動
に
ご
理
解
、
ご
協
力
、
そ
し
て
ご

支
援
を
頂
け
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

消
防
団
の
魅
力
は
、
な
ん
と
い
っ
て
も

『
仲
間
』。
年
齢
や
職
業
、
地
域
を
越
え
て

た
く
さ
ん
の
仲
間
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は

本
当
に
『
宝
』
で
す
ね
―
。

村井知事と語る車座集会が村民会館で開かれ、村民ら約１50 人

が参加。農業振興や地産地消をテーマに行われた集会では「宮田

村学校給食を育てる会」の事例発表も行われました。

国の補助金を受けて建設していた『駒ヶ原地区高齢者支え合い

拠点施設』が完成し竣工式が行われました。また、続いて町１・

町２・町３地区の同施設も３月末までに完成しました。

n
　　　     小中学校卒業式　３月 18 日・19 日

ew step 新しいスタートへ！

▲中学校卒業式（３月 18 日）保護者、在校生

が見守る中、卒業証書を受け取る卒業生

▲小学校卒業式（３月 19 日）恩師に見送られ

学び舎をあとにする卒業生
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No 場　所 評価額 No 場　所 評価額

1 津 島 神 社 付 近 25,410 22 宮 田 駅 北 踏 切 付 近 14,840

2 J R 宮 田 駅 東 18,550 23 国 道 役 場 前 交 差 点 付 近 20,510

3 県 道 仲 町 交 差 点 付 近 24,080 24 国 道 河 原 町 交 差 点 東 18,410

4 県 道 北 町 交 差 点 付 近 20,790 25 つ つ じ が 丘 グ ラ ン ド 東 9,240

5 町 3 区 公 民 館 付 近 19,740 26 新 田 上 の 宮 8,330

6 町 1 区 公 民 館 付 近 18,410 27 宮 田 球 場 東 12,040

7 JA 宮 田 支 所 南 19,740 28 大 田 切 第 6 水 源 地 北 10,780

8 中 央 線 消 防 車 庫 付 近 20,510 29 ニ チ ノ ウ 研 究 所 南 9,450

9 中 央 線 消 防 車 庫 南 18,550 30 ラ イ ス セ ン タ ー 北 12,740

10 武 道 館 付 近 22,470 31 姫 宮 神 社 東 12,880

11 中 央 グ ラ ン ド 東 16,450 32 南 割 ４ 班 集 会 所 西 10,640

12 西 原 村 営 住 宅 付 近 15,680 33 北 割 集 落 セ ン タ ー 南 8,680

13 国 道 河 原 町 交 差 点 付 近 21,560 34 北 原 医 院 西 踏 切 付 近 13,650

14 国 道 大 原 交 差 点 付 近 19,320 35 中 越 大 沢 川 付 近 9,310

15 つ つ じ が 丘 村 営 住 宅 西 12,390 36 東 保 育 園 東 10,850

16 大 原 団 地 中 心 部 付 近 14,000 37 里 宮 神 社 西 13,370

17 日 本 発 条 ㈱ 南 14,280 38 国 道 大 原 交 差 点 東 13,790

18 小 学 校 西 15,470 39 国 道 大 田 切 橋 北 交 差 点 13,090

19 旧 道 大 沢 川 付 近 18,690 40 大 久 保 集 落 セ ン タ ー 西 8,890

20 松 の 原 工 業 団 地 10,990 41 中 越 集 落 セ ン タ ー 東 10,150

21 南 平 工 業 団 地 7,980 42 宮 田 村 民 会 館 付 近 15,960

■ 平成 22 年度  標準地価格 （円 / ㎡）

※この評価額は宅地の取引価格ではありません

　

宅
地
の
固
定
資
産
税
額
を
算
出

す
る
も
と
に
な
る
評
価
額
は
、
村

内
を
状
況
が
似
て
い
る
42
の
地
区

(

状
況
類
似
地
区
）
に
分
け
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
の
中
か
ら
選
ん
だ

標
準
的
な
宅
地
（
標
準
地
）
42
地

点
を
、
不
動
産
鑑
定
士
が
売
買
実

例
な
ど
を
も
と
に
評
価
し
た
１
㎡

あ
た
り
の
価
格
で
す
。

　

標
準
地
以
外
の
宅
地
は
、
同
じ

地
区
の
標
準
地
価
格
を
も
と
に
、

宅
地
の
形
や
道
路
な
ど
の
条
件

に
よ
り
評
価
額
を
決
定
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
評
価
額
に
、
宅
地
の
面
積

や
、
居
住
用
の
宅
地
に
は
そ
の
軽

減
率
な
ど
を
乗
じ
て
課
税
標
準
額

を
算
出
し
、
そ
の
額
に
１
・
４
％

の
税
率
を
乗
じ
た
額
が
宅
地
の
固

定
資
産
税
額
と
な
り
ま
す
。
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■状況類似地区の区分けと

　　　　　　標準地の地点

固
定
資
産
税 

宅
地
の
評
価
額
を
公
開
し
ま
す

april
宮
田
小
学
校   

※
敬
称
略

【
転
退
職
員
】   

（  

）
内 

異
動
先

校
長

清
水
閣
成
（
伊
那
養
護
学
校
）

教
諭

中
島
滋
子
（
豊
丘
北
小
学
校
）

三
澤　

稔
（
箕
輪
中
部
小
学
校
）

西
村
敦
子
（
箕
輪
北
小
学
校
）

栗
空
芳
郎
（
赤
穂
小
学
校
）

丸
山
雅
夫
（
箕
輪
南
小
学
校
）

伊
澤
通
子
（
南
箕
輪
小
学
校
）

養
護
教
諭

宮
原
智
子
（
高
遠
北
小
学
校
）

講
師

島
貫
雅
子
（
泉
野
小
学
校
）

【
転
入
職
員
】   

（  

）
内 

前
任
校	

校
長

塩
澤　

誠
（
南
部
小
学
校
）

教
諭

永
井
明
子
（
七
久
保
小
学
校
）

星
野
圭
子
（
高
遠
北
小
学
校
）

遠
山
裕
夫
（
飯
島
中
学
校
）

中
西　

豊
（
箕
輪
東
小
学
校
）

馬
場
か
お
り
（
吉
田
小
学
校
）

養
護
教
諭

重
盛
美
和
子
（
伊
那
中
学
校
）

講
師

二
階
堂
智
子
（
両
小
野
小
学
校
）

宮
田
中
学
校 　
※
敬
称
略

【
転
任
職
員
】   

（  

）
内
異
動
先

校
長

帯
刀　

昇
（
松
川
中
学
校
）

教
諭

坪
野
さ
や
か
（
白
馬
北
小
学
校
）

宮
澤
朋
弘
（
赤
穂
中
学
校
）

星
野
泰
志
（
赤
穂
中
学
校
）

瀧
澤
敏
郎
（
退
職
）

講
師

伊
東
佑
季
（
退
職
）

【
転
入
職
員
】   

（  

）
内
前
任
校

校
長

工
藤
敬
司
（
南
信
教
育
事
務
所
）

教
諭

宮
田
真
知
子
（
伊
那
東
部
中
学
校
）

吉
瀬
幸
雄
（
伊
那
東
部
中
学
校
）

酒
井
修
一
（
高
森
中
学
校
）

小
林
敏
子
（
長
野
西
部
中
学
校
）

講
師

浅
井
孝
恵
（
家
居
）

役
場
関
係　
（  

）
内 

前
任
職

総
務
課

総
務
課
長

　

平
沢
正
典(

産
業
建
設
課
長)

管
理
財
政
係
長

　

原　

忠
敏
（
住
民
生
活
係)

総
務
係

　

三
澤
祐
治
（
建
設
林
務
係
）

企
画
情
報
係

　

大
澤
光
隆
（
新
規
採
用
）

住
民
福
祉
課

住
民
生
活
係
長

　

山
下
孝
一
（
住
民
生
活
係
）

保
健
福
祉
係 

保
健
予
防
担
当
係
長

　

新
谷
美
智
子
（
会
計
室
）

保
健
福
祉
係 

高
齢
者
福
祉
担
当

　

保
科
靖
国
（
商
工
観
光
係
）

産
業
建
設
課

建
設
担
当
課
長

　

高
橋
克
實(

総
務
課
長)

産
業
担
当
課
長

　

伊
藤
広
和
（
管
理
財
政
係
長
）

農
政
係
長

　

樋
屋
速
水
（
農
政
係
）

農
政
係

　

城
倉
淳
志
（
長
野
県
派
遣
）

　

本
田
宏
行
（
議
会
事
務
局
）

商
工
観
光
係

　

田
中
喜
美
江
（
保
健
福
祉
係
）

建
設
林
務
係

　

松
下　

宏
（
企
画
情
報
係
）

会
計
室

春の人事異動

　

小
林
久
江
（
農
政
係
）

議
会
事
務
局

議
会
事
務
局
長

　

中
塚
藤
男
（
保
健
予
防
担
当
係
長
）

書
記

　

白
鳥
賢
嗣
（
生
涯
学
習
係
長
）

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
係
長

　

鈴
木　

仁
（
総
務
係
）

作
業
療
法
士

　

穴
澤　

遥
（
新
規
採
用
）

小
学
校 

給
食
調
理
員

　

伊
藤
統
貴
子
（
西
保
育
園
）

中
央
保
育
園 

園
長

　

宮
下
春
美
（
西
保
育
園
主
任
保
育
士
）

中
央
保
育
園 

主
任
保
育
士

　

唐
沢
由
美
（
中
央
保
育
園
）

中
央
保
育
園 

保
育
士

　

百
瀬
こ
ず
え
（
東
保
育
園
）

中
央
保
育
園 

給
食
調
理
員

　

小
原
明
子
（
小
学
校
）

東
保
育
園 

保
育
士

　

吉
澤
理
恵
（
中
央
保
育
園
）

　

伊
藤
紀
子
（
西
保
育
園
）

西
保
育
園 

主
任
保
育
士

　

田
沢
か
お
る
（
西
保
育
園
）

西
保
育
園 

保
育
士

　

加
藤
貴
子
（
東
保
育
園
）

　

肥
野
澄
子
（
新
規
採
用
）

　

中
沢
佐
和
子
（
新
規
採
用
）

西
保
育
園 

給
食
調
理
員

　

石
川
康
恵
（
中
央
保
育
園
）

派
遣

社
会
福
祉
協
議
会

事
務
局
長

　

本
田
秀
樹
（
農
政
係
長
）

長
野
県
へ
派
遣

　

近
藤　

勉
（
上
下
水
道
係
）

退
職

大
澤
啓
子
（
議
会
事
務
局
長
）

関　

礼
子
（
中
央
保
育
園
長
）

飯
島
真
弓
（
中
央
保
育
園
主
任
保
育
士
）

宮
田
村
警
察
官
駐
在
所

　
　

中
田
所
長
の
後
任
と
し

　

て
着
任
さ
れ
ま
し
た
。
よ

　

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

所長
 滝澤 栄一 さん

宮田村消防団
新しい役員体制でスタート

酒井 学 団長小田切 等 副団長

団
長　
　
　
　
　
　
　

  

酒
井　

学

副
団
長　
　
　
　
　
　

  

小
田
切
等

本
部
長　
　
　
　
　
　

  

上
條
雅
典

第
１
分
団
長　
　
　
　

  

小
林
泰
幸

　

同
１
部
長
（
北
割
）    

西
村
晴
幸

　

同
２
部
長
（
南
割
）    

酒
井
豊
典

　

同
３
部
長
（
新
田
）　

 

武
井　

元

第
２
分
団
長　
　
　
　
　

山
浦
典
祐

　

同
１
部
長
（
町
１
）     

原　

大
輔

　

同
２
部
長
（
町
２
）     

春
日
政
信

　

同
３
部
長
（
河
原
町
）
田
中
慶
一

　

同
４
部
長
（
駒
ヶ
原
）
奈
良
崎
護

第
３
分
団
長　
　
　
　
　

清
水
悦
史

　

同
１
部
長
（
中
越
）　

  

小
林
一
男

　

同
２
部
長
（
大
久
保
）
加
藤
輝
明

　

同
３
部
長
（
大
田
切
）
田
中
洋
利

　

同
４
部
長
（
つ
つ
じ
）
滝
口　

剛

　

同
５
部
長
（
大
原
）　

  

渋
谷
雄
介

喇
叭
長　
　
　
　
　
　

   

小
田
切
晃

救
護
長　
　
　
　
　
　
　

三
浦
博
文

副
本
部
長　
　
　
　
　

   

小
田
切
直
也

消
防
主
任　
　
　
　
　
　

三
澤
祐
治
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平
成
22
年
度
予
算
な
ど

24
議
案
を
可
決

３月定例会
平成 22 年 第 1 回議会

　平成 22 年第１回議会定

例会は、３月８日から 17

日までの 10 日間の会期で

開催され、条例の改正案、

補正予算案、意見書など

24 議案が提案され、いず

れも原案どおり可決されま

した。提案された議案の内

容は次のとおりです。

し
た
も
の
、
上
伊
那
広
域
連
合
及
び
伊
南

行
政
組
合
負
担
金
が
確
定
し
た
こ
と
、
事

業
の
見
直
し
に
よ
り
過
不
足
が
生
じ
た
も

の
、
及
び
入
札
差
金
、
経
費
の
節
約
等
に

よ
る
も
の
で
す
。

平
成
21
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
（
第
４
号
）

　

補
正
額　

２
６
０
万
７
千
円

　

補
正
後
の
額　

　
　

７
億
４
４
３
０
万
４
千
円

主
な
内
容　

保
険
給
付
費
で
一
般
被
保
険

者
療
養
給
付
費
の
伸
び
が
著
し
く
あ
り
、

増
額
ま
た
、
高
額
療
養
費
と
し
て
一
般
・

退
職
者
そ
れ
ぞ
れ
を
増
額
す
る
も
の
で
す
。

平
成
21
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
４
号
）

　

補
正
額　
　
　

91
万
２
千
円

　

補
正
後
の
額　

　
　

６
億
２
３
２
０
万
２
千
円

・
高
い
経
常
収
支
比
率
を
新
年
度
予
算
で

　

は
ど
う
み
て
い
る
か

天
野
早
人 

議
員

・
地
縁
団
体
と
の
協
働
を
考
え
る

・
覚
王
山
商
店
街
に
お
け
る
取
り
組
み
に

　

つ
い
て

清
水
正
康 

議
員

・
出
産
前
後
や
乳
幼
児
の
親
子
の
サ
ポ
ー

　

ト
に
つ
い
て

・
宮
田
村
の
教
育
目
標
に
つ
い
て

・
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に
つ
い
て

・
健
康
寿
命
ア
ッ
プ
に
つ
い
て

春
日　

元 

議
員

・
地
域
基
盤
・
居
住
環
境
整
備
か
ら
道
路

　

網
の
整
備
つ
い
て

　

条
例
・
規
約

特
別
職
の
職
員
等
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
の
一
部
改
正

　

常
勤
特
別
職
の
給
与
、
議
会
議
員
の
報

酬
に
つ
い
て
改
正
を
行
う
も
の
で
、
平
成

22
年
度
も
引
き
続
き
村
長
13
％
、
副
村
長
・

教
育
長
と
も
に
10
％
、
議
会
議
員
５
％
を

減
額
す
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
福
祉
医
療
費
特
別
給
付
金
条
例
の

一
部
改
正

　

県
の
福
祉
医
療
制
度
の
見
直
し
に
よ
る

用
語
整
備
と
精
神
障
が
い
者
の
対
象
範
囲

拡
大
を
す
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改
正

　

国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会
委
員
の
定

数
を
変
更
す
る
も
の
で
す
。

長
野
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合
を
組
織
す

・
第
５
次
総
合
計
画
策
定
に
つ
い
て

久
保
田
秀
男 
議
員

・
入
札
制
度
と
公
共
事
業
に
つ
い
て

牧
田
茂
成 

議
員

・
第
４
次
総
合
計
画
目
標
年
度
の
取
り
組

　

み
と
、
第
５
次
総
合
計
画
の
方
向
付
け

　

に
つ
い
て

城
倉
栄
治 

議
員

・
村
道
17
号
線
改
良
工
事
に
つ
い
て

・
人
事
考
課
制
度
に
つ
い
て

赤
羽　

正 

議
員

・
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
に
つ
い
て

・
22
年
度
予
算
に
つ
い
て

・
安
全
、
安
心
の
む
ら
づ
く
り
に
つ
い
て

　
　

意
見
書

「
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
議
定
書
」
の
核

不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検
討
会
議
で

の
採
択
に
向
け
た
取
り
組
み
を
求
め
る
意

見
書

　
　

一
般
質
問

質
問
者
と
質
問
事
項

※
一
般
質
問
の
詳
細
と
村
の
答
弁
は
会
議

録
が
で
き
ま
し
た
ら
村
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
公
開
し
ま
す
。

田
中
一
男 

議
員

・
平
成
22
年
度
重
点
瀬
策
“
安
全
・
安
心

　

の
実
現
”
に
つ
い
て

・
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
取
り
組
み
に

　

つ
い
て

加
藤
恭
一 

議
員

・
Ｒ
１
５
３
バ
イ
パ
ス
を
含
め
た
村
内
の

　

幹
線
道
路
網
整
備
等
に
つ
い
て

･

協
働
、
協
働
の
事
業
展
開
に
つ
い
て

宮
井　

訓 

議
員

・
ツ
イ
ッ
タ
ー
に
つ
い
て

・
村
の
教
育
と
子
育
て
に
つ
い
て

・
未
収
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て

・
子
宮
頸
が
ん
検
診
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の

公
費
負
担
に
つ
い
て

小
田
切
敏
明 

議
員

・
公
共
工
事
の
発
注
・
入
札
に
つ
い
て

る
市
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

長
野
県
市
町
村
自
治
振
興
組
合
を
組
織
す

る
市
町
村
数
の
減
少
及
び
組
合
規
約
の
変
更

長
野
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
を
組

織
す
る
市
町
村
数
の
減
少
に
つ
い
て

　

東
筑
摩
郡
波
田
町
が
３
月
30
日
を
も
っ

て
松
本
市
と
合
併
す
る
た
め
構
成
市
町
村

の
変
更
を
す
る
も
の
で
す
。

上
伊
那
広
域
連
合
規
約
の
変
更

　
　

補
正
予
算

平
成
21
年
度
宮
田
村
一
般
会
計（
第
10
号
）

　

補
正
額　
　

　
　

△
３
１
１
６
万
２
千
円

　

補
正
後
の
額　

　
　

40
億
７
２
５
３
万
５
千
円

主
な
内
容　

国
県
か
ら
の
事
業
費
が
確
定

平
成
21
年
度
宮
田
村
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
（
第
２
号
）

　

補
正
額　

△
１
１
９
万
５
千
円

　

補
正
後
の
額　

　
　
　
　
　

７
１
９
７
万
５
千
円

平
成
21
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
第
２
号
）

　

補
正
額　
　

　
　

収
益
的
収
支
△
１
０
１
０
万
８
千
円

　
　

資
本
的
収
支　
　

１
１
７
万
８
千
円

　
　

予　

算

平
成
22
年
度
宮
田
村
一
般
会
計
予
算

　

予
算
額　

３
4
億
９
９
８
０
万
円

平
成
22
年
度
宮
田
村
国
民
健
康
保
険
特
別

会
計
予
算

　

予
算
額　

７
億
２
７
８
１
万
７
千
円

平
成
22
年
度
宮
田
村
老
人
保
健
医
療
特
別

会
計
予
算

　

予
算
額　

３
１
２
万
１
千
円

平
成
22
年
度
宮
田
村
介
護
保
険
特
別
会
計
予
算

　

予
算
額　

６
億
６
１
２
２
万
２
千
円

平
成
22
年
度
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算

　

予
算
額　

７
３
２
３
万
９
千
円

平
成
22
年
度
宮
田
村
下
水
道
事
業
会
計
予
算

　

予
算
額　
　

　

収
益
的
収
益　

１
億
４
５
４
６
万
５
千
円

　

資
本
的
収
益　
　

６
０
９
４
万
６
千
円

平
成
22
年
度
宮
田
村
水
道
事
業
会
計
予
算

　

予
算
額　

水
道
事
業
収
益

　
　
　
　
　
　

１
億
５
７
５
８
万
５
千
円

　

人
事

監
査
委
員
の
選
任
に
関
す
る
同
意

　

議
会
選
出
で
新
田
区
の
春
日
元
氏
（
61

歳
）
が
選
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
他

宮
田
村
公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定

　

村
内
に
あ
る
高
齢
者
支
え
合
い
施
設
に
つ

い
て
指
定
管
理
者
を
指
定
す
る
も
の
で
す
。

宮
田
村
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て

工
事
請
負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

議　長  　松田英俊

副議長  　赤羽　正

常
任
委
員
会

総務厚生委員会

 ◎加藤恭一
 ○清水正康
 　牧田茂成
 　小田切敏明
 　宮井　訓
 　松田英俊

産業文教委員会

 ◎田中一男
 ○城倉栄治
 　久保田秀男
 　春日　元
 　天野早人
 　赤羽　正

　議会運営委員会

 ◎小田切敏明
 ○加藤恭一
 　田中一男
 　赤羽　正

　特別委員会

　監査委員  　春日　元

上伊那広域連合議会議員
 　松田英俊
 　赤羽　正

伊南行政組合議会議員
 　松田英俊
 　赤羽　正
 　加藤恭一

長野県上伊那広域水道企業団議会  　松田英俊

◎委員長　○副委員長

構成名簿  　（平成 22 年４月 3 日～平成 24 年３月２日）

正副議長・常任委員会などの構成が変わりました
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信州みやだワイン

　

平
成
20
年
度
か
ら
公
民
館
と

村
産
業
建
設
課
で
共
催
し
開
催

し
て
き
ま
し
た
「
ワ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
」
も
２
年
目
を
迎
え
、
２

年
目
の
方
々
は
「
ス
テ
ッ
プ

ア
ッ
プ
コ
ー
ス
」
へ
、
初
め
て

の
方
は
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー
ス
」

で
各
11
回
の
講
座
を
え
て
、
３

月
19
日
に
各
コ
ー
ス
ご
と
に
修

了
試
験
を
実
施
し
、
終
了
し
ま

し
た
。

　

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
は
、
昨

年
学
ん
だ
以
上
の
講
義
を
受

け
、
新
た
に
味
覚
（
甘
い
・
酸

い
・
塩
）の
濃
度
の
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
を
実
施
。
ベ
ー
シ
ッ
ク
で

は
ワ
イ
ン
に
関
す
る
様
々
な
知

識
を
学
び
ま
し
た
。

　

新
た
な
「
ベ
ー
シ
ッ
ク
コ
ー

ス
」
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
大
勢
の
参
加

を
お
願
い
し
ま
す
。

　

申
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
は

公
民
館
（
☎
85 - 

２
３
１
４
）

へ
。

宮田村にワイン文化を―。

『ワインセミナー』

　

町
３
区
は
、
分
館
長
・
主
事
・

体
育
部
長
・
主
事
補
６
名
・
体
育

班
長
６
名
の
15
名
で
分
館
役
員
が

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
４
９
戸

を
数
え
る
大
き
な
区
で
す
が
、
区

民
の
皆
さ
ん
へ
は
、
年
２
回
発
行

の
分
館
報
で
行
政
役
員
の
紹
介
や

町
３
区
分
館
活
動
計
画
・
行
事
報

告
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
実
際
の
行
事
で
は
、
準
備
の

段
階
か
ら
行
政
役
員
・
隣
組
長
さ

ん
は
じ
め
、
多
く
の
団
体
組
織
の

方
々
に
多
大
な
お
力
添
え
を
頂
き

な
が
ら
、
主
事
補
・
体
育
班
長
が

積
極
的
に
活
躍
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

分
館
事
業
の
趣
旨
は
、
広
い
町

３
区
の
中
で
大
勢
の
皆
さ
ん
に
参

加
し
て
頂
く
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

お
互
い
が
よ
り
多
く
の
人
と
知
り

合
い
、
親
し
く
な
る
こ
と
で
仲
間

意
識
が
高
ま
り
、
今
の
時
代
に
一

番
求
め
ら
れ
て
い
る
地
域
連
帯
の

輪
が
広
が
る
こ
と
に
期
待
し
な
が

ら
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

本
年
も
敬
老
会
は
じ
め
、
世
代

を
越
え
て
誰
で
も
参
加
頂
け
る
マ

レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会
、
歩
け
歩
け

大
会
や
春
・
秋
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

を
計
画
し
ま
し
た
。
加
え
て
本
年

は
区
民
運
動
会
も
開
催
し
ま
す
。

親
睦
を
深
め
る
楽
し
い
分
館
活
動

で
、
大
勢
の
皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で

頂
き
た
い
で
す
。

　

崖
崩
れ
を
防
ぎ
て
立
て
る
大
欅
は
万
の
若
葉
を
風
に
そ
よ
が
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
中
カ
ズ
ミ（
新
田
）

　

我
が
家
よ
り
は
る
か
に
望
む
塩
見
岳
広
き
裾
野
に
故ふ

る
さ
と郷

の
村

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
松
せ
つ
子（
北
割
）

　

も
う
止
そ
う
無
く
し
た
も
の
を
捜
す
の
は
顔
を
上
げ
れ
ば
青
空
が
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

北
沢　

伸
子（
町
三
）

　

蕗
味
噌
の
ほ
ろ
苦
き
香
よ
夕ゆ

う

げ飯
ど
き　
　
　
　
　
　

伊
藤
き
よ
み（
北
割
）

　

ほ
ど
ほ
ど
に
甘
さ
に
良
し
や
柏
餅　
　
　
　
　
　
　

浦
野
喜
代
子
（
北
割
）

　

山
寺
が
廃
居
の
里
の
墓
守
り　
　
　
　
　
　
　
　
　

春
日
甲
子
雄（
北
割
）

　

雪
の
夜
や
咳

し
わ
ぶ
き

一
つ
行
き
交
ひ
ぬ　
　
　
　
　
　
　

 

春
日　

好
章
（
北
割
）

　

木き

そ

こ

ま

曽
駒
ケ
岳
に
水
色
の
流
れ
春
近
し　
　
　
　
　
　

田
中　

晃
子
（
町
一
）

　

老
い
た
れ
ば
影
ま
で
や
さ
し
春
の
月　
　
　
　
　
　

新
井
い
さ
子
（
町
一
）

　

無
人
駅
い
く
つ
越
え
た
か
春
の
雪　
　
　
　
　
　
　

砂
場　

隆
子
（
町
三
）

町
３
分
館

  

小
松 

孝
昭

　

老
若
男
女
、
す
べ
て
の
方
々
が
仲

間
と
共
に
楽
し
く
学
び
合
う
生
涯
学

習
。
宮
田
村
公
民
館
で
は
、
本
年
度

も
様
々
な
講
座
や
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
催
し
、
村
の
元
気
に
つ
な
げ
て
ま

い
り
ま
す
。
な
お
、
様
々
な
活
動
の

ご
案
内
は
情
報
紙
「
こ
ま
う
す
ゆ
き

そ
う
」
や
公
民
館
だ
よ
り
な
ど
で
お

知
ら
せ
致
し
ま
す
が
、
主
な
事
業
を

ご
紹
介
し
ま
す
。

【
ス
ポ
ー
ツ
関
係
】

■
村
駅
伝
大
会
…
５
月
15
日

　

屋
内
体
育
館
が
起
点
の
周
回
式
駅

伝
大
会
で
す
。
３
㌔(

中
学
生
の
部
・

一
般
の
部)

と
、
１
・
５
㌔(

小
学
生
の

部)

の
２
コ
ー
ス
で
健
脚
を
競
い
ま
す
。

■
春
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
…
６
月
６
日

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

グ
ラ
ン
ド
ゴ
ル
フ
、
フ
ッ
ト
サ
ル
の

の
４
種
目
で
分
館
対
抗
戦
を
実
施
す

る
予
定
で
す
。

■
秋
季
ス
ポ
ー
ツ
大
会
…
９
月
12
日

　

野
球
、
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
の
３
種
目
で
分
館

対
抗
戦
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

■
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
…
10
月
10
日

　

今
年
も
駒
ヶ
根
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ

ブ
で
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
新
ス
ポ
ー
ツ
体
験

教
室
、
ふ
わ
っ
と
テ
ニ
ス
教
室
、
バ

ト
ミ
ン
ト
ン
交
流
会
、
女
性
サ
ッ
カ
ー

教
室
、
ス
キ
ー
教
室
が
あ
り
ま
す
。

【
文
化
系
関
係
】

■
文
化
祭
…
11
月
６
日
・
７
日

　

昨
年
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
た
め

に
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
37
回
を

数
え
る
村
民
の
文
化
と
芸
術
の
祭
典

と
し
て
、
体
育
セ
ン
タ
ー
と
村
民
会

館
で
実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
、
太
鼓
教
室
、
デ
ジ

カ
メ
教
室
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
、
高
齢

者
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室
、
ワ
イ
ン
セ
ミ

ナ
ー
、
ふ
る
さ
と
発
見
講
座
、
し
め

縄
づ
く
り
講
座
、
梅
の
剪
定
講
座
な

ど
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
育
て
学
級
、
婦
人
学
級
、

宮
田
学
級
、
宮
田
大
学
、
宮
田
大
学
院
、

お
や
じ
道
場
（
仮
称
）
な
ど
も
あ
り
ま

す
の
で
、
ど
う
ぞ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

３
月
16
日
、
第
２
回
分
館
長
・
主

事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
初
め
に
、

視
聴
覚
室
に
て
短
編
映
画
『
え
っ
！

こ
れ
も
人
権
』
を
観
賞
し
、
日
頃
の

生
活
を
振
り
返
り
な
が
ら
、
誰
に
と
っ

て
も
大
切
な
「
人
権
」
に
つ
い
て
学

び
合
い
ま
し
た
。
続
い
て
、
平
成
22

年
度
の
本
館
・
分
館
の
活
動
計
画
や

敬
老
会
等
に
つ
い
て
の
確
認
を
行
い

ま
し
た
。

  『
え
っ
！
こ
れ
も
人
権
』

　
　
　
　
　

 　

 

分
館
長
・
主
事
会

▲昨年度の村駅伝の様子から

▲人権について学び合いました

  

平
成
二
十
二
年
度

    

楽
し
く
集
う
公
民
館
活
動

分館めぐり
（11）

４月からスタート！　

　村では地球環境にやさしい新エネルギーの

導入を推進するため住宅等への太陽光発電シ

ステム設置に対する補助金交付を開始しま

す。概要は以下のとおりです。

⑳ 太陽光発電システム設置補助制度が始まります

ecology

シリーズ 環境問題

受　付 　 今 年 ４ 月 １ 日 か ら

補助の対象  

補助金額  

お問い合わせ先

※必ず着工前に補助金交付申請を行ってください

 ●住宅等に太陽光発電システムの設置を、補助金の交付決定後に

　 行う方で申請した年度内に設置できる方又は、設備を設置した

　 住宅等を自ら居住するために購入する方

 ●電力会社と電灯契約及び余剰電力の売電契約を個人として締結

　 した上で、低圧配電線と逆潮流有りで連携できるシステム

１kw 当たり３万円×太陽電池の最大出力 = 補助金の額

 上限は 10 万５千円（3.5kw）まで

宮田村役場　住民福祉課　住民生活係環境担当

 ☎ 85-5861　FAX 85-4725

※申請書の様式は村公式ホームページからダウンロードできます
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オ
ケ
ラ
と
か
か
し
と

　
　   

麦
わ
ら
ぼ
う
し

　

昨
年
、
実
り
の
秋
を
迎
え
た
10
月

の
あ
る
土
曜
日
の
午
後
、
親
子
農
業

体
験
教
室
「
オ
ケ
ラ
と
か
か
し
と
麦

わ
ら
ぼ
う
し
」
の
仲
間
で
、
稲
刈
り

後
の
は
ざ
掛
け
を
し
た
稲
束
を
、
足

踏
み
脱
穀
機
で
脱
穀
し
、
ト
ー
ミ
に

か
け
て
籾
を
袋
詰
め
し
ま
し
た
。
50

人
位
の
親
子
が
集
ま
り
、
楽
し
そ
う

な
、
う
れ
し
い
よ
う
な
、
あ
ぶ
な
っ

か
し
い
よ
う
な
格
好
で
作
業
し
、
子

供
達
は
「
お
も
し
ろ
か
っ
た
！
」
と

う
れ
し
そ
う
に
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
親
の
中
に
は
、
「
私
は
子
供
の

時
に
経
験
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

自
分
の
子
供
の
頃
が
思
い
浮
か
ん

で
、
と
て
も
懐
か
し
い
。
」
と
語
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
子
供
達
に
と
っ
て
、

昔
な
が
ら
の
農
作
業
を
、
自
分
の
手

で
、自
分
の
体
で
体
験
す
る
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
な
事
だ
と
思
い
ま
す
。

土
と
農
作
物
は
生
き
物
で
す
。
土
に

生
き
、
土
を
愛
し
、
土
に
親
し
み
、

農
作
物
を
か
わ
い
が
り
な
が
ら
、
成

長
し
て
い
く
姿
を
見
守
り
、
育
て
て

い
く
に
は
楽
し
み
も
あ
り
ま
す
。
こ

の
作
業
を
通
し
て
、
作
物
も
友
人
も

家
族
の
絆
も
大
切
に
す
る
心
を
学
ぶ

機
会
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　

（
次
回
＝
矢
澤
あ
つ
子
さ
ん
）

案  

内

リレー随想
（344）

小
田
切 

武
人
（
中
越
）

　

昨
年
の
５
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
生

涯
学
習
の
各
学
級
は
、
そ
れ
ぞ
れ
こ

の
３
月
に
閉
講
式
・
修
了
式
と
交
流

会
を
行
い
ま
し
た
。

　

・
子
育
て
学
級　

３
月
８
日

　

・
宮
田
大
学　
　

３
月
23
日

　

・
宮
田
学
級　
　

３
月
25
日

　

・
婦
人
学
級　
　

３
月
26
日

　

・
宮
田
大
学
院　

３
月
29
日

　

３
月
21
日
、
宮
田
中
学
校
吹
奏
楽

部
の
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト
が
、

村
民
会
館
大
ホ
ー
ル
に
て
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
今
年
で

５
回
を
数
え
、
日
頃
の
部
活
動
の
成

果
の
発
表
に
加
え
て
、同
部
の
Ｏ
Ｂ
・

Ｏ
Ｇ
と
の
合
同
演
奏
等
、
全
15
曲
が

演
奏
さ
れ
ま
し
た
。
今
年
の
部
員
は

19
人
。
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
35
人
の
応
援
を

各
学
級
で
は
、
年
間
10
回
に
分
け
て
、

様
々
な
講
座
が
設
け
ら
れ
、
仲
間
と

の
交
流
を
通
し
て
、
楽
し
く
学
び
合

い
ま
し
た
。

　

３
月
６
日
に
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
、

７
日
に
は
大
久
保
集
落
セ
ン
タ
ー
で
、

明
星
大
学
人
形
劇
団
「
ま
め
」
の
公

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ど
ち
ら
の
会

場
も
小
学
生
や
お
子
様
連
れ
の
お
母

さ
ん
方
が
大
勢
訪
れ
、
人
形
劇
を
楽

し
み
ま
し
た
。
劇
団
「
ま
め
」
は
、

昭
和
54
年
頃
か
ら
毎
年
大
久
保
区
で

公
演
を
続
け
て
お
り
、
今
年
は
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
も
公
演
が
行
わ
れ

ま
し
た
。「
河
童
の
河
太
郎
」「
ピ
ー

マ
ン
」「
戦
う
森
の
美
女
」「
な
ぞ
な

ぞ
人
形
劇
」
の
４
つ
の
人
形
劇
の
ほ

か
に
工
作
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
、
子
ど

も
た
ち
は
登
場
す
る
人
形
の
動
き
に

歓
声
を
あ
げ
、
な
ぞ
な
ぞ
で
は
元
気

☆
募
集
中

・
公
民
館
で
は
、
子
育
て
学
級
・
婦

　

人
学
級
・
宮
田
学
級
・
宮
田
大
学
・

　

宮
田
大
学
院
・
お
や
じ
道
場
（
仮

　

称
）
の
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

・
締
切　

４
月
20
日
（
火
）

・
申
込
は
公
民
館
（
85
―
２
３
１
４
）

☆
本
館
事
業

・
子
育
て
学
級
開
講
式

　
　
　
　

４
月
26
日　

10
時
～

・
公
民
館
ス
ポ
ー
ツ
教
室

　
　
　
　

５
月
３
日　

19
時
～

・
村
駅
伝
大
会

　
　
　
　

５
月
15
日　

８
時
30
分
～

☆
分
館
事
業

◇
敬
老
会

　

新
田　

４
月
25
日　

11
時
～

　

南
割　

４
月
25
日　

12
時
～

　

北
割　

４
月
29
日　

13
時
～

　

町
１　

５
月
16
日　

９
時
～

　

つ
つ
じ
が
丘　

５
月
23
日　

10
時
～

◇
男
女
共
同
参
画
学
習
会

　

大
久
保　

５
月
１
日 

19
時
～

◇
体
育
事
業

・
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

つ
つ
じ
が
丘 

５
月
９
日 

９
時

・
マ
レ
ッ
ト
ゴ
ル
フ
大
会

　

町
３　

５
月
９
日 

７
時
30
分

　

町
２　

５
月
16
日 

９
時

▲大学院を修了して

受
け
、
「
ク
ラ
シ
ッ
ク
＆
オ
リ
ジ
ナ

ル
」
、
「
ポ
ッ
プ
ス
」、
「
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

と
の
合
同
演
奏
」
の
３
ス
テ
ー
ジ
構

成
で
、
迫
力
あ
る
素
晴
ら
し
い
発
表

会
と
な
り
ま
し
た
。

▲日頃の成果を発表しました

▲たくさんの人形が登場して…

　

各
学
級
の

   
閉
講
式
・
終
了
式

『広報みやだ』では有料で広告を掲載しています。掲載のお問い合わせは役場総務課企画情報係 ☎ 0265-85-3181

〈 

新
着
図
書
紹
介 

〉

●
一
般
書

○
麗う

る
わし

き
花か

じ

つ実     (

乙
お
と
か
わ
 
ゆ
う
ざ
ぶ
ろ
う

川
優
三
郎)

○
カ
ル
テ
ッ
ト　
　

 
(

鬼お
に
つ
か塚 　

忠
た
だ
し)

○
虚き

ょ
こ
く国　

            (

香か

の

う納　

涼
り
ょ
う
い
ち一)

○
冥め

い
だ
ん談　

            (

京き
ょ
う
ご
く

極　

夏な
つ
ひ
こ彦)

○
も
も
こ
の
ま
ん
ね
ん
日に

っ

き記

　
　
　
　
　
　
　

(

さ
く
ら
も
も
こ)

○
深じ

ん
じ
ゅ
う

重
の
橋は

し

         

上
・
下
巻   (

澤さ

わ

だ田
ふ
じ
子こ

)

○
銀ぎ

ん

が河
に
口く

ち
ぶ
え笛　

   (

朱し
ゅ
か
わ川　

湊み

な

と人)

○
コ
ロ
ヨ
シ
!!      (

三み

さ

き崎　

亜あ

き記)

○
幸し

あ
わせ

上じ
ょ
う
ず手　

      (

渡わ
た
な
べ辺　

淳
じ
ゅ
ん
い
ち一)

○
ロ
ス
ト
・
シ
ン
ボ
ル

　
　

  

上
・
下
巻 (

ダ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン)

●
児
童
書

○
集あ

つ

め
て
調し

ら

べ
る
川か

わ

ら原
の
石い

し

こ
ろ

○
は
じ
め
ま
し
て
人に

ん
げ
ん間

た
ち

○
飛と

べ
な
い
渡わ

た

り
鳥ど

り

リ
ッ
レ
ヴ
ィ
ン

○
に
こ
ち
ゃ
ん
の
マ
マ
の
て

○
ゆ
か
い
な
農

の
う
じ
ょ
う場

 

四
月
の
本
棚

お
は
な
し
会
の
ご
案
内

※
4
月
の
「
み
ん
な
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

24
日(

土)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

学
習
室
（
小
学
生
・
幼
児
向
け
）

※
5
月
の
「
ひ
よ
こ
の
ひ
ろ
ば
」
は

　

12
日(

水)

・
午
前
10
時
30
分
～

　

幼
児
コ
ー
ナ
ー
（
幼
児
向
け
）

　

図
書
館
休
館
日

  

4
／ 

12 

( 月 )
・ 

19 

( 月 ) 

・ 

26 

( 月 ) 

・ 

30 

( 金 )

  

5
／ 

6  

( 木 ) 

・ 

10  

( 月 )

         

17 

( 月 )
・ 

24 

( 月 ) 

・ 

31 

( 月 )

 

心
を
つ
な
ぐ
紙
芝
居

　

「
ほ
ん
ち
ゃ
ん
」

　
　
　
　

ス
ギ
ヤ
マ
カ
ナ
ヨ
／
さ
く

　

ぼ
く
、
ほ
ん
ち
ゃ
ん
で
す
。
本
の

国
に
住
ん
で
い
る
、
本
の
子
ど
も
だ

よ
。
大
事
に
し
て
も
ら
え
る
本
に
な

る
た
め
、
学
校
で
勉
強
や
修
行
を
し

て
い
る
ん
だ
。
ぼ
く
の
中
身
は
、
ま

だ
真
っ
白
で
、
ど
ん
な
本
に
な
る
か

決
ま
っ
た
ら
、
身
だ
し
な
み
を
整
え

て
、
本
の
国
を
旅
立
つ
ん
だ
よ
。

　

図
書
館
に
住
ん
で
い
る
お
母
さ
ん
は

「
立
派
な
図
鑑
に
な
り
な
さ
い
。」
っ

て
言
う
け
れ
ど
、
普
通
の
本
に
な
ん

か
な
り
た
く
な
い
な
ぁ
…
。

　

さ
て
、
修
行
中
の
ほ
ん
ち
ゃ
ん
は
、

ど
ん
な
本
に
な
る
の
で
し
ょ
う
か
？

宮田村図書館 ☎ 85-2314（村民会館内）

●
ｄ
ｖ
ｄ
ソ
フ
ト

○
ｎ
ｈ
ｋ
こ
ど
も
に
ん
ぎ
ょ
う
劇

げ
き
じ
ょ
う場

　
　
　
　

1
～
12
巻

○
大お

お

き
い
動ど

う
ぶ
つ物

が
い
っ
ぱ
い
！

○
か
わ
い
い
動ど

う
ぶ
つ物

が
い
っ
ぱ
い
！

○
さ
か
な
た
ち
の
ふ
し
ぎ

○
あ
つ
ま
れ
！
海う

み

の
な
か
ま
た
ち

 

「
い
っ
し
ょ
に

          

読
も
う
か
」

宮
田
大
学
院
で
は
、
長
い
間
、
熱
心

に
生
涯
学
習
を
学
び
、
今
年
限
り
で

す
べ
て
を
修
了
し
て
大
学
院
を
卒
業

さ
れ
る
方
も
お
ら
れ
、
卒
業
証
書
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

よ
く
手
を
挙
げ
て
答
え
る
な
ど
、
楽

し
い
ひ
と
と
き
に
な
り
ま
し
た
。

  

第
５
回
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ
ー
ト

　
　
　

 

宮
田
中
学
校
吹
奏
楽
部
定
期
演
奏
会

  

楽
し
か
っ
た
人
形
劇

　
　
　
　
　

明
星
大
学
劇
団
「
ま
め
」
公
演

子育て学級

婦人学級

宮田学級

宮田大学

　

図
書
館
・
児
童
コ
ー
ナ
ー
の
奥
、

幼
児
コ
ー
ナ
ー
の
手
前
に
紙
芝
居

コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
ま
す
。
紙
芝
居
は
、

日
本
の
優
れ
た
伝
統
文
化
で
す
。
絵

の
場
面
が
シ
ン
プ
ル
で
遠
目
が
き
く

の
で
、
大
人
数
で
も
楽
し
む
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

［
新
着
の
紙
芝
居
］

落
語
…
「
七
ど
ぎ
つ
ね
」
「
さ
ら
や

し
き
の
お
き
く
」
「
め
が
ね
や
と
ど

ろ
ぼ
う
」「
と
ま
が
し
ま
」「
さ
ぎ
と
り
」

食
育
…
「
ど
ん
な
あ
じ
？
」
「
は
い

は
い
あ
ー
ん
」
「
き
ょ
う
の
ば
ん

ご
は
ん
な
あ
ー
に
？
」 　

恐
竜
…

「
プ
ラ
キ
オ
サ
ウ
ル
ス
の
か
ぞ
く 

」

「
レ
ッ
ク
ス
の
だ
い
ぼ
う
け
ん
」　

他
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耐震工事が終わり外観も
リニューアルした体育館

　

朝
の
一
礼
で
一
日
の
学
校
生
活
を
始
め
、
夕
方
は

校
門
で
一
度
校
舎
を
振
り
返
り
、
一
礼
を
し
て
家
路

に
つ
く
―
。
宮
田
中
学
校
の
生
徒
た
ち
は
、
毎
日
登

下
校
時
に
校
門
で
立
ち
止
ま
り
、
校
舎
に
向
か
っ
て

一
礼
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
校
舎
が
完
成
し
た
の
は
昭
和
49
年
。
そ
れ
ま

で
は
、
宮
田
村
役
場
の
あ
る
場
所
に
中
学
校
が
あ
り

ま
し
た
。
総
面
積
１
万
２
千
坪
余
の
用
地
取
得
を
伴

な
っ
た
こ
の
地
へ
の
移
転
に
は
、
６
軒
の
家
屋
の
移

転
を
は
じ
め
、
多
く
の
み
な
さ
ん
の
協
力
が
あ
り
ま

し
た
。
昭
和
49
年
７
月
、
竣
工
式
直
後
の
一
般
開
放

に
は
約
２
千
人
の
村
の
み
な
さ
ん
が
訪
れ
、
喜
び
を

分
か
ち
合
っ
た
そ
う
で
す
。
登
下
校
時
の
一
礼
は
、

建
設
に
協
力
し
て
く
れ
た
人
た
ち
に
感
謝
を
す
る
た

め
に
、
い
つ
か
ら
か
始
め
ら
れ
生
徒
た
ち
に
広
が
っ

て
い
っ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
新
入
生
を
迎
え
、こ
の
「
校
門
で
の
一
礼
」

は
校
舎
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
と
と
も
に
、
宮
田
中
の

伝
統
と
し
て
受
け
継
が
れ
て
い
き
ま
す
―
。

こ
こ
っ
て
ど
ん
な
場
所
　
再
発
見
！
み
や
だ
む
ら

    

宮
田
中
学
校  -  

伝
統
の
校
門
で
の
一
礼 -

no


.4
2

2
  2

0
1

0
　4

こ
の
広
報
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
印

刷
/

龍
共

印
刷

株
式

会
社

　
   ■

平
成

2
2

年
4

月
8

日
発

行

■
発

行
/

長
野

県
上

伊
那

郡
宮

田
村

役
場

        ☎
0
2
6
5
-8

5
-3

1
8
1

■
編

集
/

広
報

編
集

委
員

会
  E

-m
a
il  som

u@
v
ill.m

iy
a
d
a
.na

g
a
no.jp

主催　全日本実業団自転車競技連盟　

問い合わせ / スタッフの応募は…実行委員会事務局（役場産業建設課商工観光係内）　☎ 85 - 5864

 当日の運営をサポートしていただける“大会スタッフ”を募集中！ くわしくはお問い合わせください

今年も

開 催！ 2010 全日本実業団 
サイクルロードレース in みやだ　

 ７月３日 土 - ７月４日 日 
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